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ス
ロ
ー
プ
l
ド
。
「
ゆ

っ
く
り
食
べ
る
」
だ
け
で

は
な
い
。
フ
ァ
ス
ト
ア
ー

ド
に
代
表
さ
れ
る
定
型
化

さ
れ
た
味
、
大
量
生
産
の

食
品
加
工
、
農
薬
を
多
用

す
る
効
率
優
先
の
農
法
を

見
直
そ
う
と
い
う
、
イ
タ

リ
ア
生
ま
れ
の
思
想
だ
。

金
丸
弘
美
さ
ん
(
印

)
H東

京
都
世
田
谷
区
H
は
、
ス

ロ
ー
プ
1
ド
を
日
本
に
漫

さん金丸弘

本
業
は
フ
リ
l
ラ
イ
タ

ー
。
泊
代
の
こ
ろ
は
芸
能

関
係
の
記
事
を
書
い
た
。

「
連
日
連
夜
、

一
流
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ナ
l
に
接
す

る
う
ち
、
自
分
の
存
在
意

義
が
見
え
な
く
な
っ
た
」
。

ピ
ー
の
取
材
が

転
機
に
な
っ
た
。

患
者
に
群
が
る
ア
ト
ピ

l
ビ
ジ
ネ
ス
。

「
安
全
」

を
う
た
う
食
品
も
、
イ
メ

ー
ジ
先
行
の
偽
物
が
少
な

く
な
い
。本
物
は
ど
れ
だ
。

口
コ
ミ
を
頼
り
に
、
沖
縄

か
ら
北
海
道
ま
で
7
年
で

2
0
0人
以
上
の
生
産
者

を
訪
ね
歩
い
た
。

有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に

一は
多
く
の
虫
が
す
み
、
野

んさ丸金る

で
回

ク
て

イ
し

パ

材
ン
取

仙

テ
を

ト

小

ン

者
ウ
産

マ
マ
生

鳥
が
来
る
。
効
率
と
は
程

遠
い
が
、
環
境
と
共
存
し

な
が
ら
安
全
な
「
食
」
を

は
ぐ
く
む
農
業
の
現
場
を

伝
え
る
中
で
、
ス
ロ
ー
プ

l
ド
と
出
合
っ
た
。
持
肝

秋、

「
ニ
ッ
ポ
ン
東
京
ス

0

ロ
1
7
1
ド
協
会
」
の
発

印

足
に
か
か
わ
っ
た
。

出

メ
ダ
カ
が
泳
ぐ
田
ん
ぼ

.刊

を
復
活
さ
せ
る

N
p
o
m

(
非
営
利
組
織
)
「
メ
ダ

引

力
の
が
っ
乙
つ
」
理
事
で

巾

も
あ
る
。
田
ん
ぼ
の
生
き

⑫

物
を
数
え
る
調
査
で
、
各

白

地
を
訪
ね
て
い
る
4作
業

川

の
後
、
ぞ
と
で
取
れ
た
コ

・引

メ
の
お
に
ぎ
り
を
自
家
製

S

の
漬
物
と
一
緒
に
ほ
お
ば

る
楽
し
さ
。
こ
れ
が
ス
ロ

ー
プ
1
ド
だ
と
一
言
う
。
「生

続
く
。

物
、
う
そ
を
つ
か
な
い
加

工
と
流
通
。
乙
の
思
想
が

浸
透
し
て
い
れ
ば
、
日
本

ハ
ム
や
雪
印
の
事
件
は
起

き
な
か
っ
た
」

日
本
の
ス
ロ
ー
プ
l
ド

を
取
材
し
た
本
を
叩
月
に

》フ

出
す
。「
産
直
ブ
l
ム
や
グ

b
ル
メ
紹
介
に
終
わ
ら
せ
た

司
、

く
は
な
い
」。

生
産
者
と

h
了

一
…
引

1

つ
な
ぐ
役
劃
ぱ

一九

【元
村
有
希
子
】
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